
資
料
紹
介

村
山
口
を
中
心
と
す
る
富
壬
ヨ
昂

コ
Φ
⑩
Φ
①
「
O
コ
ヨ
①
坤
Φ
「
一
①
一
ω

堀
内
眞

　

こ
こ
で
は
、
直
接
、
江
戸
市
中
に
生
成
し
た
近
世
富
士
講
と
は
関
わ
ら
な
い
富
士

山
を
め
ぐ
る
信
仰
儀
礼
の
受
容
や
広
が
り
を
検
討
す
る
素
材
と
し
て
、
文
字
資
料
を

紹
介
し
た
い
。
熾
悔
文
、
オ
ノ
ッ
ト
（
御
祝
詞
）
、
蓬
莱
山
由
来
、
富
士
講
道
中
歌
、

垢
離
次
第
な
ど
で
あ
る
。

　
南
面
か
ら
の
登
拝
口
に
は
、
大
宮
（
富
士
宮
市
）
と
村
山
（
同
前
）
が
あ
っ
て
表

口

と
称
さ
れ
、
お
も
に
東
海
・
関
西
方
面
か
ら
の
富
士
登
拝
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
。

享
禄
（
一
五
二
八
－
三
二
）
・
天
文
（
一
五
三
二
ー
五
五
）
頃
の
大
宮
に
は
、
富
士

参
詣
の
道
者
が
宿
泊
す
る
坊
（
道
者
坊
）
が
三
十
余
坊
あ
っ
た
と
い
う
〔
『
浅
間
文

書
纂
』
〕
。
そ
れ
ら
が
近
世
に
は
六
坊
に
統
合
さ
れ
、
富
士
浅
間
神
社
（
富
士
本
宮
、

富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
）
の
門
前
町
と
し
て
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
た
。
一
方
、
村
山

は
、
鎌
倉
時
代
末
期
に
頼
尊
が
富
士
行
を
創
始
し
、
山
岳
修
行
者
を
は
じ
め
、
一
般

登
拝
者
の
登
山
道
を
開
い
た
と
伝
え
る
。
そ
の
後
の
富
士
信
仰
の
広
が
り
に
よ
り
道

者
の
登
拝
が
盛
ん
に
な
る
と
、
南
面
か
ら
の
登
山
口
に
あ
た
る
こ
こ
に
は
多
数
の
道

者
が
訪
れ
た
。
道
者
は
興
法
寺
に
属
す
る
修
験
者
が
営
む
宿
坊
（
辻
坊
・
大
鏡
坊
・

池
西
坊
な
ど
）
に
泊
ま
り
、
そ
の
案
内
で
登
山
し
た
。

　
さ
て
、
管
見
の
範
囲
で
確
認
で
き
た
儀
礼
・
行
法
関
係
の
文
書
・
記
録
は
〈
表

1
＞
〈
図
1
＞
の
通
り
で
あ
る
。
1
は
、
山
も
と
の
村
山
が
「
富
士
道
中
入
口
」
と

と
も
に
一
枚
刷
り
で
配
布
し
た
も
の
で
、
隣
接
す
る
富
士
大
宮
の
道
者
坊
（
宮
崎
倉

太
郎
氏
）
に
残
さ
れ
て
い
た
〔
『
富
士
の
歴
史
』
〕
。
「
富
士
道
中
入
口
」
は
、
「
富
士
川

よ
り
村
山
へ
三
里
余
り
」
、
「
富
士
川
船
場
よ
り
左
」
、
「
岩
本
よ
り
右
」
、
「
凡
夫
川
を

向
こ
う
へ
越
し
」
、
「
左
へ
入
る
」
、
「
凡
夫
川
よ
り
天
間
沢
村
、
石
原
村
よ
り
村
山
へ
、

富
士
山
表
口
拝
所
」
と
記
す
。
す
な
わ
ち
富
士
川
を
越
え
た
船
場
で
左
に
道
を
取
り
、

岩
本
で
右
に
折
れ
て
、
凡
夫
川
を
対
岸
に
越
し
て
左
折
、
さ
ら
に
天
間
沢
、
石
原
を

経
由
し
て
村
山
に
到
る
。
俄
悔
の
文
を
唱
え
、
富
士
山
に
対
峙
す
る
垢
離
場
は
、
凡

夫
川
が
潤
井
川
に
合
流
す
る
立
願
淵
下
方
の
河
原
と
目
さ
れ
る
。
凡
夫
川
を
越
え
た

入

山
瀬
に
は
、
今
泉
東
泉
院
が
別
当
を
務
め
た
新
福
地
浅
間
神
社
が
あ
り
、
富
士
山

の

山
頂
に
主
軸
を
あ
わ
せ
た
形
に
本
殿
・
拝
殿
を
建
て
て
い
る
。
な
お
、
松
岡
の
分

岐

に
「
富
士
山
道
」
道
標
が
建
て
ら
れ
た
の
は
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
の
こ
と
で

あ
る
。

　
2
は
、
遠
江
小
笠
郡
菊
川
町
（
菊
川
市
）
の
下
内
田
の
段
平
尾
区
に
残
り
、
そ
の

富
士
垢
離
、
サ
ン
ゲ
サ
ン
ゲ
と
呼
ば
れ
る
行
事
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
旧
暦
六
月
十

五

日
の
行
事
で
、
そ
こ
で
サ
ン
ゲ
サ
ン
ゲ
の
オ
ガ
ミ
を
あ
げ
た
。
こ
の
時
期
、
田
ん

ぼ

に
稲
の
害
虫
が
寄
っ
て
く
る
の
で
、
そ
れ
を
追
い
払
う
行
事
と
し
て
行
っ
て
き
た

と
い
う
。
段
平
尾
区
の
総
代
が
中
心
に
な
っ
て
行
い
、
最
近
は
「
富
士
松
明
」
と
も
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表1

資料 時代 場所 出典

1 さんげのもん（幟悔文） （年未詳） 静岡県富士宮市村山 『富士の歴史』304頁

2 富士垢離 （年未詳） 静岡県菊川市下内田段平尾 晒郊民俗』180号

3 奉唱富士山 天保4年（1833）6月 静岡県掛川市千羽 『静岡県史』資料編15近世7

149文書

4 大峰山富士山御山渡り（祝詞） 天保8年（1837）3月吉日 静岡県袋井市浅羽町浅名 『浅羽町誌』民俗編民俗資料4

5 大峰山富士山御祝詞帳 明治30年（1897）9月 静岡県磐田市大原 『福田町誌』資料編民俗

6 富士山御勤 （年未詳） 静岡県磐田市豊田富里 『富里の民俗』静岡県史民俗調

査報告書11集

7 富士山祝詞之大事 天明3年（1783）正月吉日 愛知県北設楽郡豊根村三沢 『富士講の研究』34～35頁

8 富士山祝詞 平成4年（1992）7月 三重県伊勢市東豊浜町土路 土路区有富士講文書

9 富士蓬莱山由来 平成4年（1992）7月 三重県伊勢市東豊浜町土路 同上

10 富士講道行唄 平成16年（2004）6月吉日 三重県伊勢市東豊浜町土路 同上

11 富士垢離次第 大正13年（1924）7月24日 滋賀県甲賀市甲南町稗谷 稗谷区有文書

※資料番号は下図に対応する。

図1　富士信仰関係資料の分布
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堀内眞［村山ロを中心とする富士信仰関係資料］

よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
〔
堀
内
「
段
平
尾
の
サ
ン
ゲ
サ
ン
ゲ
行
事
」
『
西
郊
民
俗
』

一
八
〇
号
、
二
〇
〇
二
年
〕
。

　
　

サ

ン
ゲ
、
サ
ン
ゲ
、
ロ
ッ
コ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
、
オ
シ
メ
ニ
ハ
ツ
ダ
イ
、
コ
ン

　
　

ゴ

ウ
ド
ウ
ニ
、
ギ
ョ
ウ
ブ
ノ
ダ
イ
ニ
チ
、
ダ
イ
リ
ュ
ウ
ゴ
ン
ゲ
ン
、
キ
ミ
ョ
ウ

　
　

チ

ョ
ウ
ラ
イ
、
南
無
浅
間
大
菩
薩

と
五
〇
回
繰
り
返
す
。
本
来
は
一
〇
八
回
繰
り
返
す
も
の
だ
と
い
う
。
繰
り
返
し
の

最
後
に
、

　
　

ナ
ム

ボ
ン

テ

ン
、
タ
イ
シ
ャ
ク
シ
ョ
ウ
メ
イ
、
コ
ン
ゴ
ウ
ド
ー

と
唱
え
て
行
事
は
終
了
す
る
。

　

3
は
、
か
つ
て
山
口
郷
（
掛
川
市
東
部
）
を
開
発
し
た
と
さ
れ
る
榛
葉
（
千
羽
）

氏

に
由
来
す
る
千
羽
（
掛
川
市
）
の
富
士
講
が
「
唱
え
奉
っ
て
」
き
た
祝
詞
で
あ
る
。

富
士
山
名
、
八
葉
嶽
（
八
葉
の
峰
、
「
入
峰
」
と
い
う
）
に
対
応
す
る
も
の
で
、
表

紙
裏
の
張
紙
に
、
「
月
の
見
こ
と
二
者
こ
ん
こ
う
し
ほ
さ
つ
、
ひ
や
う
ふ
が
岩
二
者

と
ふ
ご
ん
神
、
く
ろ
岩
二
者
び
じ
や
も
ん
天
王
」
と
あ
り
、
富
士
山
開
山
神
変
大
菩

薩
、
両
部
大
日
如
来
、
絶
頂
胎
蔵
八
葉
曼
茶
羅
に
続
け
て
俄
悔
の
文
を
挿
入
し
、
八

葉
の
峰
（
嶽
）
、
天
照
皇
大
神
宮
（
延
命
地
蔵
大
菩
薩
）
、
熊
野
三
所
大
権
現
（
阿
弥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
妙
理
）

陀
如
来
）
、
伊
豆
大
権
現
（
観
世
音
菩
薩
）
白
山
明
利
大
権
現
（
釈
迦
牟
尼
如
来
）
、

日
吉
鹿
嶋
山
王
大
権
現
（
弥
勒
菩
薩
）
、
鹿
嶋
大
明
神
（
薬
師
如
来
）
、
箱
根
大
権
現

（文
殊
菩
薩
）
、
三
嶋
大
明
神
（
宝
勝
如
来
）
ま
で
の
八
葉
の
神
名
と
本
地
、
山
内
の

神
仏
、
各
登
山
口
の
浅
間
大
菩
薩
の
名
を
あ
げ
、
最
後
に
も
う
一
度
繊
悔
の
文
を
記

し
て
い
る
。

　
旧
山
名
郡
の
松
下
や
大
原
、
あ
る
い
は
旧
豊
田
郡
の
気
賀
東
、
匂
坂
下
村
に
伝
わ

る
資
料
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
大
峰
講
と
結
合
し
た
オ
コ
リ
（
御
垢
離
）
の
行
事
に

使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　
袋
井
市
浅
羽
町
の
富
里
に
ニ
ッ
サ
ン
（
日
参
）
と
呼
ば
れ
る
祓
い
行
事
が
あ
る
。

夏
の
流
行
病
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
六
月
最
終
日
曜
日
か
ら
九
月
第

一
日
曜
日
ま
で
日
送
り
に
し
て
全
戸
の
輪
番
制
で
祈
願
を
掛
け
る
。
初
日
に
全
戸
が

福
田
町
（
磐
田
市
）
豊
浜
の
海
岸
に
下
り
て
ハ
マ
ゴ
リ
（
浜
垢
離
）
を
す
る
。
潮
水

で
身
体
を
清
め
、
法
多
山
（
尊
永
寺
、
袋
井
市
）
な
ど
へ
お
参
り
に
出
か
け
る
。
割

当
て
の
日
に
は
、
油
山
や
見
付
の
天
神
な
ど
へ
出
向
く
。
数
日
の
間
に
三
、
四
箇
所

を
回
る
よ
う
に
す
る
。
当
番
制
で
五
、
六
人
の
組
で
日
ご
と
に
回
っ
て
い
く
。
お
経

の

よ
う
に
「
神
さ
ん
・
仏
さ
ん
の
お
唱
え
」
（
オ
ノ
ッ
ト
唱
和
の
こ
と
）
を
す
る
。

九

月
一
日
の
風
祭
ま
で
に
回
り
き
る
こ
と
が
決
ま
り
だ
っ
た
。
な
お
、
浅
名
天
白
神

社
に

伝
存
す
る
4
で
は
、
後
半
部
が
「
富
士
浅
間
御
山
渡
り
」
つ
ま
り
富
士
浅
間
の

「祝
詞
」
で
あ
る
。
大
峰
山
と
同
じ
よ
う
に
神
仏
名
を
読
み
上
げ
る
形
で
始
ま
り
、

各
地
の
浅
間
大
菩
薩
（
神
社
）
を
連
ね
た
あ
と
で
、
村
山
口
の
山
内
に
祀
ら
れ
る
神

仏

を
掲
げ
、
一
嶽
か
ら
入
嶽
ま
で
の
八
葉
の
嶽
の
本
地
仏
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

松
下

に
伝
わ
る
オ
ノ
ッ
ト
（
御
祝
詞
）
は
、
大
峰
ゴ
リ
（
垢
離
）
に
用
い
ら
れ
る
も

の

で
、
こ
こ
で
は
夏
の
暑
い
時
期
に
無
病
息
災
を
願
っ
て
海
で
垢
離
を
掻
い
て
神
々

に
祈
願
が
な
さ
れ
る
〔
『
浅
羽
町
史
』
民
俗
編
〕
。

　
福

田
町
に
オ
コ
リ
（
御
垢
離
）
と
呼
ば
れ
る
行
事
が
あ
っ
た
。
同
町
中
野
で
は
第

二
次
大
戦
前
に
病
気
平
癒
を
願
っ
て
村
中
で
の
祈
願
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
祈
願

を
な
す
と
こ
ろ
を
オ
コ
リ
バ
（
御
垢
離
場
）
と
い
い
、
太
田
川
の
河
原
に
設
け
ら
れ

て

い

た
。
臨
終
を
迎
え
た
者
の
助
命
祈
願
に
、
近
隣
者
が
太
田
川
の
オ
コ
リ
バ
へ
出

向
い
て
身
体
を
清
め
、
氏
神
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
神
社
に
参
拝
し
て
、
大
峰
山

の

祝
詞
を
唱
え
て
い
た
。
町
内
で
は
大
峰
講
が
盛
ん
で
、
全
国
の
神
仏
名
の
書
上
げ

を
講
中
で
唱
和
す
る
集
ま
り
（
オ
ノ
ッ
ト
、
御
祝
詞
）
と
本
山
で
あ
る
奈
良
県
の
大

峰
山
へ
の
代
参
を
行
っ
て
い
る
〔
『
福
田
町
史
』
資
料
編
　
民
俗
〕
。

　

オ
ノ
ッ
ト
の
行
事
は
磐
田
市
大
原
の
も
の
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
正
・
五
・
九

の
各
月
の
九
日
に
浅
間
神
社
で
、
「
浅
間
神
社
」
「
豊
受
太
神
宮
」
「
日
本
国
神
代
略
図
」

の

三

幅
を
掛
け
、
先
達
に
従
っ
て
当
番
組
の
人
た
ち
が
「
神
名
帳
」
（
御
祝
詞
）
を

唱
和
す
る
。
こ
の
中
で
用
い
ら
れ
る
5
は
、
現
先
達
の
田
中
恵
氏
が
筆
写
し
た
も
の

で
あ
る
。
巻
頭
の
「
祝
詞
　
大
峰
」
の
最
初
に
俄
悔
の
文
を
記
し
、
後
半
の
「
南
無

静
岡
浅
間
大
菩
薩
」
か
ら
が
「
富
士
山
御
祝
詞
」
に
当
た
る
。
そ
の
中
に
「
南
無
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一
嶽
天
照
皇
大
神
宮
」
か
ら
「
南
無
　
八
嶽
箱
根
山
大
権
現
」
ま
で
の
八
葉
の
嶽
を

挿
入
し
て
い
る
。
祭
日
に
は
、
当
番
が
海
岸
で
浜
垢
離
を
し
て
、
浜
の
砂
を
社
殿
の

周
囲
に
撒
い
て
清
め
る
。
下
大
原
に
住
居
す
る
現
在
の
先
達
は
、
大
峰
で
修
行
を
し

た
前
任
者
か
ら
先
達
職
を
引
き
継
い
で
い
る
〔
『
浅
羽
町
史
』
民
俗
編
〕
。

　
七

月
一
日
の
山
開
き
の
日
が
大
原
浅
間
神
社
の
例
祭
と
な
っ
て
い
る
。
午
前
十
時

頃
か
ら
拝
殿
で
神
事
が
執
行
さ
れ
る
。
先
達
が
「
祝
詞
」
を
唱
え
、
ほ
か
の
人
が
唱

和
す
る
。
大
峰
の
祝
詞
と
一
体
の
も
の
で
、
後
半
部
が
富
士
山
の
祝
詞
と
な
っ
て
い

る
（
同
前
）
。
こ
の
よ
う
な
オ
ノ
ッ
ト
行
事
は
、
同
町
の
北
側
に
位
置
す
る
浅
羽
町

富
里
の
「
日
参
」
と
同
様
の
も
の
と
い
え
る
。

　
磐

田
市
豊
田
町
富
里
の
気
賀
東
、
匂
坂
下
組
で
は
、
ム
ラ
シ
ン
ジ
ン
（
村
信
心
）

に
「
大
峰
山
講
行
法
」
の
オ
ノ
ッ
ト
（
6
）
を
唱
え
て
礼
拝
勤
行
す
る
。
同
所
に
隣

接
す
る
下
富
に
は
ニ
ッ
サ
ン
（
日
参
）
の
行
事
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
昔
、
夏
に
流
行

病
が
あ
っ
た
と
き
に
周
辺
の
神
様
に
お
参
り
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た
と
さ

れ
、
六
月
の
最
終
日
曜
日
に
ハ
マ
ゴ
リ
（
浜
垢
離
）
と
い
っ
て
潮
で
身
を
清
め
る
、

大
峰
講
の
流
れ
を
く
む
行
事
で
あ
る
。
上
気
賀
で
は
、
今
で
も
伝
統
的
な
行
法
を

守
っ
て
い
る
。
こ
の
行
法
は
神
仏
の
呼
び
寄
せ
だ
と
さ
れ
、
先
達
は
長
老
が
つ
と
め

る
〔
『
富
里
の
民
俗
』
〕
。

　

7
は
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
「
駿
河
国
富
士
山
池
谷
佐
源
太
」
が
「
三
州

設
楽
郡
山
内
村
門
原
」
（
豊
根
村
三
沢
）
へ
伝
え
た
も
の
で
〔
『
富
士
講
の
研
究
』
〕
、

榊

原
若
太
夫
が
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。
延
命
地
蔵
大
菩
薩
、
阿
弥
陀
如
来
、
観

世
音
菩
薩
、
釈
迦
牟
尼
如
来
、
弥
勒
菩
薩
、
薬
師
如
来
、
文
殊
菩
薩
、
宝
生
如
来
の

八
葉
嶽
、
中
宮
胎
蔵
界
大
日
如
来
等
の
山
内
の
本
地
、
物
忌
の
期
間
と
精
進
潔
斎
を

記

し
て
お
り
、
こ
の
中
に
は
慨
悔
の
文
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

伊
勢
湾
岸
の
漁
村
で
あ
る
土
路
の
富
士
講
は
、
十
二
年
目
の
申
年
ご
と
に
富
士
参

り
を
行
っ
て
き
た
〔
堀
内
『
霊
峰
富
士
』
〕
。
先
達
は
、
二
巻
の
巻
物
を
書
き
写
し
、

出
発
時
に
模
造
の
富
士
山
（
「
蓬
莱
山
」
と
い
う
）
の
上
で
読
み
上
げ
て
御
山
（
富

士

山
）
へ
も
携
帯
す
る
。
古
く
は
節
を
つ
け
て
唱
え
て
い
た
。
9
は
富
士
山
縁
起
そ

の

も
の
で
あ
る
。
8
は
、
祝
詞
の
形
式
を
と
る
。
こ
こ
で
は
、
「
浅
玉
ヤ
…
」
の
歌

を
最
初
に
掲
げ
、
富
士
山
縁
起
、
一
嶽
か
ら
八
嶽
ま
で
の
神
と
本
地
仏
、
山
内
施
設

の

神
仏
を
読
み
上
げ
る
。
ま
た
、
同
所
の
道
中
歌
の
資
料
に
は
、
同
行
唄
（
道
中
歌
）

を
日
の
丸
の
扇
に
記
し
た
も
の
や
、
そ
れ
を
冊
子
に
し
た
1
0
が
あ
る
。

　
南
勢
方
面
で
は
、
大
王
町
、
南
勢
町
（
南
伊
勢
町
）
、
南
島
町
（
同
上
）
に
残
さ

れ

る
。
大
王
町
波
切
の
「
せ
ん
げ
ん
さ
ん
の
唱
え
」
は
俄
悔
の
文
で
、
別
に
「
秋
葉

山
の
唱
え
」
が
あ
る
。
南
勢
町
切
原
の
「
浅
間
大
菩
薩
御
行
事
」
は
、
般
若
心
経
か

ら
始
ま
り
、
「
な
ー
む
う
さ
ま
ん
だ
ー
…
」
の
真
言
、
「
南
無
帰
命
頂
礼
さ
ん
げ
さ
ん

げ
…
」
の
幟
悔
の
文
、
「
の
う
ま
く
さ
ん
ま
ん
だ
…
」
の
真
言
、
「
お
山
の
歌
」
か
ら

な
る
一
枚
刷
り
の
も
の
で
あ
る
。
浅
間
さ
ん
の
祭
り
に
、
浅
間
山
の
山
頂
に
あ
る
お

大
日
ツ
ァ
ン
（
浅
間
小
祠
）
の
前
で
、
講
元
の
先
唱
で
唱
和
し
、
こ
れ
に
続
け
て
お

鉢
め

ぐ
り
と
称
し
て
、
「
お
山
の
歌
」
を
歌
い
な
が
ら
祠
の
周
り
を
巡
回
す
る
。
こ

れ

ら
の
行
事
用
に
昭
和
四
十
九
年
七
月
に
印
刷
し
た
も
の
を
配
布
し
て
い
る
。
五
ヶ

所
浦
山
方
の
も
の
は
俄
悔
の
文
で
、
ビ
ニ
ー
ル
の
カ
バ
ー
が
掛
け
て
あ
り
、
「
垢
離
」

で
の

使
用
が
推
測
さ
れ
る
。
宿
浦
（
南
勢
町
）
で
は
、
地
内
の
浅
間
さ
ん
小
祠
に
昭

和
六
十
一
年
「
奉
納
　
村
中
安
全
海
上
安
全
」
と
年
未
詳
の
「
大
日
如
来
お
勤
め
」
が
、

掲
げ

ら
れ
て
い
る
。
「
お
勤
め
」
は
繊
悔
の
文
と
浅
間
・
薬
師
の
真
言
か
ら
な
っ
て

い

る
。
隣
接
す
る
田
曾
浦
に
は
、
「
昭
和
三
十
一
年
申
年
登
山
　
山
本
吉
五
郎
」
が

奉
納
し
た
「
浅
間
神
社
お
つ
と
め
」
と
別
の
「
浅
間
神
社
お
つ
と
め
」
（
同
年
）
が
、

田
曾
浦
の
浅
間
さ
ん
に
掲
げ
ら
れ
る
。
繊
悔
の
文
と
、
大
日
・
薬
師
の
真
言
か
ら

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
富
士
参
り
の
「
道
中
歌
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
南
島
町
方
座
浦
で
は
、
四
月
山
部
（
熾
悔
の
文
）
、
第
二
部
（
大
日
真
言
）
、
五
月

山
部
（
慨
悔
の
文
）
、
第
二
部
（
「
以
下
同
じ
」
、
大
日
真
言
）
、
七
月
山
部
（
熾
悔
の

文
）
、
第
二
部
（
「
以
下
同
じ
」
、
大
日
真
言
）
か
ら
な
る
「
浅
間
講
」
の
一
枚
刷
り

を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
「
浅
間
祭
の
唄
」
（
道
中
歌
）
の
一
枚
刷
り
が
あ

る
。
こ
の
地
域
で
は
、
繊
悔
の
文
や
オ
ツ
ト
メ
（
真
言
）
が
確
認
さ
れ
る
の
み
で
、

八
葉
嶽
に
対
応
す
る
部
分
は
見
当
た
ら
な
い
。
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滋
賀
県
甲
賀
郡
甲
南
町
（
甲
賀
市
）
の
稗
谷
に
富
士
信
仰
の
作
法
書
が
あ
る
。
1
1

は
、
大
水
戸
川
の
水
を
堰
き
と
め
て
宮
守
が
行
う
富
士
垢
離
（
富
士
ゴ
モ
リ
と
い
う
）

の

方
法
を
記
し
た
も
の
で
、
川
の
行
場
の
設
え
方
や
行
事
の
手
順
、
祝
詞
の
唱
え
方

に
つ
い
て
順
を
追
っ
て
記
述
し
て
い
る
。
現
在
、
七
月
の
土
用
三
郎
の
日
に
富
士
ゴ

モ

リ
を
行
っ
て
、
こ
の
内
容
を
唱
え
て
い
る
。
役
行
者
と
木
花
咲
耶
姫
命
を
拝
み
、

身
を
清
め
る
〔
『
稗
谷
の
民
俗
』
〕
。
こ
の
よ
う
な
富
士
垢
離
は
、
南
山
城
の
切
山
（
京

都
府
笠
置
町
）
に
も
存
在
し
、
寒
中
の
寒
垢
離
と
夏
の
土
用
に
な
さ
れ
る
土
用
垢
離

に
、
「
キ
ミ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
イ
　
サ
ン
ゲ
ー
サ
ン
ゲ
ー
　
ロ
ッ
コ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

　

オ
オ
ム
ネ
　
ハ
ツ
ダ
イ
　
コ
ン
ゴ
ウ
ド
ー
　
フ
ー
ジ
ハ
セ
ン
ゲ
ン
　
ダ
イ
ニ
チ

ニ

ョ
ー
ラ
イ
」
の
俄
悔
の
文
を
唱
え
る
〔
志
村
博
「
京
都
府
笠
置
町
に
伝
わ
る
『
富
士

垢
離
』
に
つ
い
て
」
『
館
報
』
平
成
十
一
年
度
、
富
士
市
立
博
物
館
、
二
〇
〇
〇
年
〕
。

　
祭
文
や
オ
ノ
ッ
ト
（
祝
詞
）
は
、
地
域
で
行
う
オ
コ
リ
等
の
講
行
事
に
用
い
ら
れ

る
も
の
で
、
富
士
山
八
葉
の
内
証
を
奏
上
す
る
。
水
垢
離
を
伴
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
こ
で
熾
悔
の
文
を
唱
え
る
形
を
と
る
。
オ
ツ
ト
メ
（
真
言
）
は
、
八
葉
嶽
の
浅
間

大
菩
薩
・
大
日
（
表
大
日
）
と
薬
師
（
裏
薬
師
）
に
対
応
し
て
い
る
。

　
資
料
に
つ
い
て
は
、
大
島
建
彦
氏
、

て

は
菊
池
邦
彦
氏
に
協
力
を
賜
っ
た
。

松
田
香
代
子
氏
に
ご
教
示
を
い
た
だ
き
、
資
料
化
に
つ
い
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年
（
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八
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七
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1

さ
ん
げ
の
も
ん
（
懐
悔
文
）

ぎ
ょ
う
ぶ
の

刑
部

だ
い

に
ち

大
日

だ
い

り
ゅ
う
ご
ん
げ
ん

大

龍

権
現

（年
未
詳
）

き
み
ょ
う
ち
ょ
う
ら
い

帰
命
頂
禮

な
む
せ
ん
げ
ん

南
無
浅
間

だ
い

ぼ
さ
つ

大
菩
薩

　　　　　　こ　な一一　ふ（お（さ（
　　　　　　　　　　　　じ富し御ん漸　　　　　　　　む南二　　　　　　れ
　　　　　　は　せ無ら（は士め注ぎ塊さ

人　　べさ薩大’ツ六
　　　　　　し　つ一　　日　こ一こ
　　　　　　゜　°　　に（ん金ん根
　　　　　　　　　　　　よ如ご剛せ清

　　　　　　　　　　　　護童逐浄

　　　　　　　　　　　　’う子う一
　　　　　　　　　　　　　　じ）’
　　　　　　　　　　　　　　、

3
　
奉
唱
富
士
山

（表
紙
）
（
縦
）

（菊
川
市
　
段
平
尾
区
有
文
書
）

天
保
四

年
（
一
八
三
三
）
六
月
吉
日

唱奉
天
保
四
年

富
　
士
　
山

巳
六
月
吉
日

榛
葉
氏

2
　
富
士
垢
離

ふ

じ
、
．
」
り

富
士
垢
離

さ
ん
げ
　
　
さ
ん
げ
　
　
ろ
く
こ
ん
し
ょ
う
じ
ょ
う

熾
悔

繊
悔

六

根

清

浄

お

し
め
に

御
〆

八2
大蓉

金え

岡脂

翼
子ζ

（
『富
士
の
歴
史
』
富
士
の
研
究
1
）

（年
未
詳
）

ξ曇擁

三）こ鯉
者と一
び一二
じ毘き＿

鞭§
突）う蔵

詩‡
ミ匡

（
屏

風

岩
）

ひ

や
う
ふ
が
岩
二
者
と
ふ
ご
ん
神
、

富
士
山
表
ロ
禅
淳
開
山
神
変
大
菩
薩
、
惣
本
尊
浅
間
大
菩
薩
、

　

　

　

　

　

　

　
（
絶
頂
胎
蔵
八
葉
曼
茶
羅
）

壱
千
弐
百
余
尊
、
ぜ
つ
ち
や
う
た
い
そ
う
八
よ
ふ
ま
ん
た
ら
、

（
漸

塊

儀

悔
）
　
　
（
清
浄
）

さ
ん
ぎ
さ
ん
げ
、
六
根
せ
う
く
、

（御
注

連
）
（
八
大
金
剛
童
子
）

お
し
め
二
初
た
い
こ
ん
こ
ふ
と
う
じ

（富

士
）
　
　
　
　
　
　
　
（
一
に
礼
拝
）

ふ

し
浅
間
大
日
如
来
、
壱
し
ゆ
来
ま
す

　
壱
之
嶽
ニ
ハ
　
天
照
皇
大
神
宮
本
地
延
命
地
蔵
大
菩
薩

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
（
阿
弥
陀
）

　
弐
嶽
二
者
　
　
熊
野
三
所
大
権
現
本
地
あ
ミ
た
如
来

（両
部
）

両
府
大
日
如
来
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（
観
世
音
）

　
三

ノ
嶽
二
者
　
伊
豆
大
権
現
本
地
た
い
せ
い
く
わ
ん
せ
音
菩
薩

　
四

ノ
嶽
二
者
　
白
山
明
利
大
権
現
本
地
釈
迦
無
尼
如
来

　
　
　
　
　
　
（
後
筆
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弥
勒
菩
薩
）

　
五

ノ
嶽
二
者
「
日
吉
」
鹿
嶋
山
王
大
権
現
本
地
み
ろ
く
ほ
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蚕
き
　
　
（
薬
師
）

　
六

ノ
嶽
二
者
　
鹿
嶋
大
明
神
本
地
や
く
し
如
来

　
七

ノ
嶽
二
者
　
箱
根
大
権
現
本
地
文
殊
菩
薩

　
八
ノ
嶽
二
者
　
三
嶋
大
明
神
本
地
宝
勝
如
来

（中
宮
）

中
ぐ
ふ
内
院
両
府
大
日
如
来

山
の
四
方
者
次
第
明
神

　
　
　
　
（
倶
利
伽
羅
）

み

い

け
に
く
り
か
ら
不
動
明
王

　
　
　
　
（
普
賢
・
勢
至
菩
薩
）

み

は
し
に
ふ
げ
ん
せ
い
し
ほ
さ
つ

（
鳩
胸
）
（
愛
染
）

は
と
む
ね
あ
い
せ
ん
明
王

　
　
（
嶽
）
　
（
摩
利
支
天
）

物
見
た
け
二
者
ま
り
し
て
ん
王

　
　
　
　
　
　
　
（
荒
神
）

ね
い
し
に
三
宝
大
こ
う
神

　
（
振
）
　
　
（
烏
枢
沙
摩
）

砂
ふ

る
い
に
ハ
う
す
さ
ん
明
王

（
不

浄
嶽
）

ふ

し
ゆ
う
が
た
け
二
者
十
六
善
神

ね
い
し
に
三
方
大
こ
ふ
し
ん

砂
ふ

る
い
に
ハ
う
つ
さ
ん
明
お
う

ふ

し
ゆ
う
た
け
者
十
六
善
神

（
御
室
）
　
　
　
　
　
　
（
五
大
力
）

み

む
ろ
二
五
所
大
権
現
こ
た
い
力
菩
薩

　
　
　
　
（
ヤ
）

滝
ノ
本
の
岩
家
二
者
不
動
明
王

　
　
（
馬
場
）
　
　
　
　
　
　
（
財
）

龍
が
場
々
二
者
八
大
龍
王
弁
済
天
女

　
　
　
　
　
　
（
智
）

こ
お
ふ
し
二
者
五
字
の
如
来

（中
宮
）

中
く
ふ
八
幡
大
菩
薩

（
発

心
）

ほ

つ
し
ん
門
二
者
文
殊
菩
薩

（
等

覚
）
　
　
　
（
阿
閲
）

と
ふ
が
く
門
二
者
あ
し
く
如
来

（妙
覚
）
　
　
（
虚
空
）

明
が
く
門
二
者
こ
く
ふ
蔵
菩
薩

（鳥
居
）

鳥
井
ハ
日
光
月
光

奥
野
院
根
本
村
山
浅
間
大
菩
薩

七

社
十
九
神

　
　
　
　
（
鎮
守
）
（
大
棟
梁
）

富
士
山
惣
弥
じ
ゆ
大
頭
龍
大
権
現

本
宮
大
宮
浅
間
大
菩
薩

新
宮
駿
府
浅
間
大
菩
薩

吉
田
ノ
浅
間
大
菩
薩

（異
筆
＝
須
山
）

「
弐
」
す
山
の
浅
間
大
菩
薩

（異
筆
）
（
須
走
）

「壱
」
す
は
し
り
せ
ん
け
ん
大
ほ
さ
つ

（御
手
洗
）

み

た
ら
し
こ
者
日
光
燈
明
仏

（

南
無
大
小
鎮
守
）

な
む
大
し
や
う
弥
じ
ゆ

　
　
（
関
東
の
鎮
守
）

な
む
く
わ
ん
と
う
の
弥
し
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
砥
）

な
む
日
本
大
小
の
神
義

な
む
当
国
当
所
の
珠
じ
ゆ

さ
ん
ぎ
さ
ん
げ
六
根
せ
う
じ
や
う

（

御
注
連
八
大
金
剛
童
士
）

お

し
め
二
初
た
い
こ
ん
こ
う
と
う
し

　
　
　
　

な
む
ご
ん
こ
う
ど
う
し

　
　
　
　
　
　
　
く
く
く

さ
ん
ぎ
さ
ん
げ
六
根
じ
や
う
し
や
う

お
し
め
二
初
た
い
こ
ん
こ
う
ど
ふ
じ

大
山
大
小
不
動
明
王
、

　
　
（
石
）

南
無
せ
き
尊
大
権
現
大
天
狗
小
天
狗

あ
い
み
ん
の
ふ
じ
ゆ
壱
じ
ゆ
来
ま
す

是
ハ
三
度
か
七
度
6
廿
壱
度
可
唱
事

（
『静
岡
県
史
』
資
料
編
1
5
　
近
世
七
）
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4
（表
紙
）

大
峰
山
富
士
山
御
山
渡
り
（
祝
詞
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
保
八
年

（
一
八
三

七
）
三
月
吉
日

天
保
八
年

　
大
峰
山

　
　
　
　
　
　
御
山
渡
り

　
富
士
山

酉
三
月
吉
日

松
下
邑
郷
中

南南南南南南南南南南南南南南南南
鉦鉦鉦鉦鉦鉦掘1鉦鉦鉦鉦鉦鉦鉦鉦鉦

　
　
（
子
）

日
天
師
月
天
師

伊
勢
天
照
皇
両
大
神
宮

八
幡
大
菩
薩

春

日
大
明
神

津
島
総
社
牛
頭
天
王

　
　
　
（
剣
）
（
熱
田
）

尾
張
八

ツ
る
ぎ
あ
つ
た
の
大
明
神

天
竜

川
子
安
二
小
国
の
大
明
神

秋
葉
山
三
尺
坊
大
権
現

奥
院
勝
坂
不
動
明
王

光
明
山
福
一
万
虚
空
蔵
大
菩
薩

山
住
大
権
現

　
（
之
）

一
野
宮
一
き
う
大
明
神

　
　
　
　
（
鎮
守
）

当
国
の
惣
ち
ん
ち
ふ

　
　
　
（
垂
）

吉
野
二
志
て
掛
大
明
神

同
所
蔵
王
権
現

勝
手
大
明
神

南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南
鉦鉦鉦掘i鑑鉦鉦掘i佃i鉦鉦鑑掘i掘i佃i祉佃i鉦4旺鉦祉鉦鉦掘1掘1掘1鉦

子
守
三
拾
八
社

（金
精
）

今
性
大
明
神

　
　
　
　
（
神
変
）

希
怒
け
の
神
弁
大
菩
薩

（愛
染
）

阿
い
善
明
王

　
　
　
　
（
金
剛
童
子
）

大
峰
八
太
こ
ん
か
う
と
う
じ

足
摺
神
弁
大
菩
薩

　
　
　
　
　
（
理
源
）

鳥
住
二
正
法
里
げ
ん
大
師

（
洞
川
八
大
）

と
ろ
川
初
太
こ
ん
か
う
と
う
じ

　
　
（
弥
勒
）

同
所
味
六
大
菩
薩

金
掛
神
弁
大
菩
薩

く
け
つ
二
蔵
王
権
現

　
（
覗
き
）

両
の

ぞ
き
の
神
弁
大
菩
薩

　
　
　
　
（
財
）

天
の

川
二
弁
才
天

と
う
ろ
う
岩
屋
の
神
弁
大
菩
薩

ご

ま
岩
神
弁
大
菩
薩

飛
石
神
弁
大
菩
薩

（屏
風
岩
）

ぎ
や
う
ぶ
石
大
小
不
動
明
王

（袈
裟
）

け
ざ
掛
ケ
神
弁
大
菩
薩

一兀
結
掛
二
蔵
王
権
現

大
峰
山
上
大
権
現

山
上
神
弁
大
菩
薩

稲
村
三
社
大
権
現

川
上
地
蔵
大
菩
薩

（
小
笹
）

小
さ
・
の
神
弁
大
菩
薩

　
　
（
理
源
大
師
）

正
法
里
げ
ん
大
士

ご

ま
大
小
不
動
明
王

大
黒
小
天
弁
財
天
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南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南鉦掘i鉦鉦佃i鉦｛鮭掘1掘1鑑鉦掘1佃i鉦掘1鉦鉦鉦佃i掘1佃i掘i鉦佃i佃1鉦鉦
大
峰
の
惣
鎮
守

金
峰
山
大
権
現

熊
野
三
社
拾
弐
社
権
現

　
　
　
（
弘
法
）

高
野
山
か
う
ほ
う
大
師

同
所
二
四
社
の
大
明
神

金
毘
羅
大
権
現

同
所
二
大
明
神

（
金

剛
山
）
　
　
（
伯
者
）

こ
ん
か
う
せ
ん
ニ
ハ
ほ
う
き
菩
薩

（多
武
峰
）
　
（
大
織
冠
）

等
野
峰
ニ
ハ
大
小
官
大
権
現

三

輪
大
明
神

南
都
春
日
大
明
神

成
春
大
明
神

簑
尾
二
神
弁
大
菩
薩

王
城
の
惣
鎮
守

越
中
立
山
大
権
現

加
賀
二
白
山
大
権
現

湯
殿
山
大
権
現

関
東
の
惣
鎮
守

大
山
大
小
不
動
明
王

大
山
石
尊
大
権
現

大
天
狗
小
天
狗

富
士
ハ
浅
間
大
菩
薩

箱
根
二
両
社
の
大
権
現

三
島
大
明
神

駿
府
浅
間
大
菩
薩

日
坂
八
幡
大
菩
薩

関
東
塩
釜
六
社
大
明
神

南南南南南南南南南南南南
鉦佃i鉦鉦鉦鉦鉦鉦鉦鉦4旺鉦

南南南南南南南南南南南南南
鉦鉦鉦4田…鉦鑑掘i鑑佃i佃i鉦鉦鉦

　
原
川
浅
間
大
菩
薩

　
小
笠
原
大
権
現

　
　
（
棟
梁
）

　
大
頭
竜
大
権
現

　
法
多
山
観
世
音

　
浅
羽
三
社
八
幡
大
菩
薩

　
春

日
大
明
神

　
当
村
当
所
の
氏
神

　
家
内
三
宝
大
荒
神

　
天
七

星
九
星
弐
拾
八
星

　
地
三
拾
六
き
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
祇
）

　
日
本
国
中
の
大
小
神
儀

　
天
下
太
平
国
土
安
全

富
士
浅
間
御
山
渡
り

　
　
　
　
（
梵
天
帝
釈
）

　
上
ニ
ハ
ほ
ん
天
た
い
志
や
く

　
　
　
（
四
大
）

　
下
ニ
ハ
志
だ
い
の
天
王

　
伊
勢
天
照
皇
両
大
神
宮

　
八
幡
大
菩
薩

　
春

日
大
明
神

　
津
島
総
社
牛
頭
天
王

　
尾
張
入
剣
熱
田
大
明
神

　
秋
葉
三
尺
坊
大
権
現

　
奥
院
勝
坂
不
動
明
王

　
市
野
宮
一
久
大
明
神

　
天
竜

川
子
安
子
玉
大
明
神

　
原
川
浅
間
大
菩
薩

　
日
坂
塩
釜
六
社
大
明
神
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南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南
無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無

鷲藷竃蕪蔽麟謄鑓蹴警議契一巨害麟宝鵠杳嬬同
　
所
八
幡
大
菩
薩

　
　

浅
間
大
菩
薩

　
　
原
）

　
　

は
ら
浅
間
大
菩
薩

　
　

浅
間
大
菩
薩

　
　

浅
間
大
菩
薩

（　
　
七

社
の
大
権
現

　
　
　
（
棟
梁
）

仏
　
大
頭
龍
大
権
現

（　
）

　
　

に
観
世
音
菩
薩

　
　

八
幡
大
菩
薩

　
　

王
子
弥
勒
菩
薩

（八　
　

竜
王
金
峰
童
子

　
奏
河
原
）

　
　

の
か
わ
ら
二
地
蔵
菩
薩

　
　
離
）

　
　

里
浅
間
大
菩
薩

　
　
室
）

　
　

ろ
ハ
大
日
大
両
権
現

　
　
組
）

　
　

く
み
大
日
如
来

　
　
振
烏
枢
沙
摩
）

　
　

ふ

る
い
う
す
さ
ハ
明
王

　
　
（
愛
染
）

　
　

あ
い
善
明
王

　
　
小
屋
）

　
　

こ
屋
浅
間
大
菩
薩

　
　

し
ハ
し
ん
志
ゆ
観
世
音

　
　
）

　
　

掛
大
日
如
来

　
　
）

　
　
　

延
命
地
蔵
菩
薩

阿
弥
陀
如
来

（
観
）

く
わ
ん
世
音
菩
薩

（
釈
迦
牟
尼
）

志
や
か

む
に
如
来

え
ん
志
ゆ
志
う
里
菩
薩

　
　
（
璃
）

薬
師
瑠
理
光
如
来

（
弥

勒
菩
薩
）

み
六
ぼ
さ
つ

　
　
　
　
　
　
（
宝
生
）

南
無
　
八
滝
　
ほ
う
志
や
う
如
来

　
　
　
　
　
　
　
（
胎
蔵
界
）

南
無
　
中
宮
本
尊
大
蔵
か
い
の
大
日
如
来

南
無
　
当
村
当
所
氏
神

南
無
　
家
内
三
宝
大
荒
神

南
無
　
日
本
国
中
大
小
神
儀

　
　
　
　
（
太
）

南
無
　
天
下
大
平
国
土
安
全

　
　
（
八
葉
九
尊
）
　
（
智
）

南
無
八
ゆ
う
九
ぞ
ん
五
字
の
如
来

志

ゆ
り
ぼ
さ
つ
お
ん
せ
く
う
や
そ
わ
か

　
天
保
八

ッ
の
と
し

　
　
　
　
　
酉
三
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
木
の
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
末
川
下
郷
中

5

大
峰
山
富
士
山
御
祝
詞
帳

（『浅
羽
町
史
』
民
俗
編
）

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
九
月

明
治
参
十
年
酉
九
月
写
之

　
大
峰
山

　
　
　
　
　
御
祝
　
　
　
帳

　
富
士
山

平
成
丁
丑
九
年
九
月
再
写
之

　
　
　
宮
世
話
人

監
修
　
田
中
　
恵
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高
天
原
仁
神
留
座
須
皇
親
神
漏
岐
神
漏
美
乃
命
以
天
日
向
橘
乃
憶
原
乃
九
柱
乃
神

粟
門
及
名
門
乃
御
戸
六
柱
乃
神
達
諸
汚
稜
乎
祓
賜
清
賜
陪
止
申
事
乃
由
乎

左
男
鹿
乃
八
乃
耳
乎
振
立
天
聞
食
止
申
寿

吐
普
加
身
依
身
多
女
　
波
羅
意
玉
意
清
玉
有

　
　
　
祝
詞
　
　
　
　
　
大
峰

一
爾
礼
拝
帰
命
頭
礼
俄
悔
慨
悔
六
根
清
浄

　
　
（
八
代
）

大
峰
初
提
金
剛
童
子
南
無
蔵
王
権
現
不
動
明
王

理
源
大
師
南
無
神
変
大
菩
薩

南南南南南南南南南南南南南南南南南
鉦掘1鉦鉦掘i鉦佃i鉦掘1佃…鉦祉鉦鉦鉦鉦鉦

上
梵
天
帝
釈

下
四

大
天
王

天
堂
大
日
如
来

月
天
阿
弥
陀
如
来

家
内
三
宝
大
荒
神

当
所
御
氏
神

奈
良
春
日
大
明
神

若
宮
八
幡
宮

三
輪
大
明
神

　
　
　
（
織
）

多
武
峰
大
職
冠
鎌
足
公

金
剛
山
伯
書
菩
薩

天
川
弁
財
天

吉
野
子
守
明
神

金
精
大
明
神

泥
辻
不
動
明
王

相
善
寺
大
菩
薩

吉
野
幣
掛
大
明
神

（三
回
繰
返
）

南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南
鉦鉦掘i佃i掘i鑑佃i鉦鉦鉦鉦鉦1鮭鉦掘i鉦佃i鉦鉦鑑鉦鉦鉦鉦鉦掘i鉦

三
社
蔵
王
権
現

吉
水
院
大
菩
薩

編
幅
参
拾
八
社

毛
抜
燈
金
正
大
明
神

愛
染
明
王
大
菩
薩

鐘
掛
行
者
大
菩
薩

御
亀
石
大
菩
薩

　
（
覗
）

西
視
大
菩
薩

大
石
大
黒
大
菩
薩

胡
磨
行
者
大
菩
薩

東
視
大
菩
薩

蟻
戸
渡
行
者
大
菩
薩

行
土
石
不
動
明
王

髪
掛
行
者
大
菩
薩

袈
裟
掛
不
動
明
王

山
上
行
者
大
菩
薩

役
行
者
大
菩
薩

小
笹
行
者
大
菩
薩

（洞
川
）

泥
川
八
大
竜
王

住
戸
地
蔵
菩
薩

戸
住
正
法
理
源
大
師

御
山
惣
鎮
守

伊
勢
両
社
神
明
宮

三
社

八
幡
宮

朝
熊
山
大
菩
薩

天

岩
戸
天
堂
大
日
如
来

津
町

阿
弥
陀
如
来
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南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南
鉦掘i佃i鉦鉦鉦祉鉦掘i鉦鉦鉦鉦鉦4班鉦鑑鉦鉦鉦佃i鉦掘i鉦鉦鉦鉦

尾
張
熱
田
大
明
神

津
島
日
本
惣
社
牛
頭
天
王

知
立
大
明
神

岩
谷
観
世
音

鳳
来
寺
峰
薬
師

本
宮
大
権
現

新
井
湊
大
明
神

豊
川
叱
枳
尼
尊
天

奥
山
半
僧
坊
大
権
現

浜
松
五
社
諏
訪
明
神

鴨
江
観
世
音

秋
葉
山
大
権
現

愛
宕
山
大
権
現

役
行
者
大
菩
薩

八
幡
大
菩
薩

見
付
不
動
明
王

同
所
天
神
宮

一
之
宮
大
明
神

光
明
山
大
権
現

奥
院
摩
利
支
天
大
権
現

秋
葉
寺
三
尺
坊
大
権
現

正
一
位
秋
葉
神
社

奥
院
不
動
明
王

山
住
大
権
現

春
埜
山
大
権
現

鎌

田
神
明
宮

浅
羽
三
社
八
幡
宮

南
無
　
法
多
山
観
世
音

南
無
　
原
川
浅
間
大
菩
薩

南
無
　
同
所
薬
師
如
来

南
無
　
可
睡
斎
三
尺
坊
大
権
現

南
無
　
油
山
瑠
璃
光
如
来

南
無
　
小
笠
山
大
権
現

南
無
　
大
頭
竜
大
権
現

南
無
　
日
坂
八
幡
宮

南
無
　
静
岡
浅
間
大
菩
薩

南
無
　
蒲
原
浅
間
大
菩
薩

　
　
（
岩
渕
か
）

南
無
　
岩
倉
富
士
浅
間

南
無
　
大
宮
浅
間
大
菩
薩

南
無
　
村
山
七
社
大
日
如
来

南
無
　
中
尊
八
幡
大
菩
薩

南
無
　
駒
富
浅
間
大
菩
薩

南
無
　
砂
払
浅
間
大
菩
薩

南
無
　
中
尊
本
尊
甲
斐
大
日
如
来

　
　
　
（
突
）

南
無
　
胸
月
大
日
如
来

南
無
　
御
前
腹
汲
大
日
如
来

南
無
　
雲
切
不
動
明
王

南
無
　
験
峰
地
蔵
菩
薩

南
無
　
費
河
原
地
蔵
菩
薩

南
無
　
御
裏
薬
師
如
来

南
無
　
須
山
浅
間
大
菩
薩

南
無
　
須
走
浅
間
大
菩
薩

南
無
　
吉
田
浅
間
大
菩
薩

南
無
　
古
見
峰
大
権
現
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南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南
佃i鉦掘i鉦鉦鉦掘i佃i掘i鉦鉦鉦掘1鉦掘i鉦鉦鉦掘i掘i佃i鉦鉦鉦鉦掘i毎

多
良
坊
大
権
現

一
嶽
天
照
皇
太
神
宮

二
嶽
熊
野
三
社
大
権
現

三
嶽
伊
豆
大
権
現

四
嶽
白
山
大
権
現

五
嶽

日
吉
山
大
権
現

六
嶽
鹿
島
大
明
神

七

嶽
三
嶋
大
明
神

八
嶽
箱
根
山
大
権
現

御
山
惣
鎮
守

小

田
原
道
了
大
権
現

伊
豆
御
瀬
明
神

手
石
阿
弥
陀
如
来

江
之
島
弁
財
天

鎌
倉
八
幡
宮

大
山
石
尊
大
権
現

大
天
狗
小
天
狗

大
小
不
動
明
王

常
陸
鹿
島
薄
明
神

同
所
子
之
権
現

上

州
妙
義
山
大
権
現

桧
垣
地
蔵
菩
薩

増
上
寺
阿
弥
陀
如
来

（芝
）柴
神
明
宮

愛
宕
山
大
権
現

浅
草
観
世
音

神
田
大
明
神

南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南
祉鉦佃…鉦佃i佃i佃i佃i鉦佃i鉦掘1掘i掘i祉鉦鉦鉦鉦掘i鉦鉦鉦鉦佃1掘1鉦

深
川
八
幡
宮

成

田
山
不
動
明
王

宗
吾
大
明
神

日
光
山
東
照
大
権
現

奥
州
湯
殿
山
大
権
現

金
華
山
大
権
現

塩
釜
六
社
大
明
神

春

日
山
大
権
現

甲
斐
善
光
寺
如
来

信
濃
御
諏
訪
明
神

同
所
善
光
寺
如
来

九
頭
竜
大
権
現

戸
隠
山
大
権
現

月
山
大
日
如
来

木
曽
嶽
大
権
現

越
後
御
五
知
如
来

越
中
立
山
大
権
現

加
賀
白
山
大
権
現

別
山
大
日
如
来

美
濃
白
山
大
権
現

那
智
山
観
世
音

御
滝
元
飛
竜
権
現

大
阪
天
王
寺
聖
徳
太
子

西
京
北
野
天
神
宮

愛
宕
山
大
権
現

京
洛
中
惣
鎮
守

備
前
優
賀
大
権
現

488



堀内眞［村山口を中心とする富士信仰関係資料］

南南南南南南南南南南南南南南南南佃i佃…佃i佃i佃i鉦掘1鉦佃i佃1祉4旺祉佃…鉦祉

四
国
金
毘
羅
大
権
現

石
鎚
山
大
権
現

薩
摩
住
吉
大
明
神

備
中
吉
備
大
明
神

豊
前
宇
佐
八
幡
宮

九
州
惣
鎮
守

出
雲
十
二
社
大
権
現

伯
書
国
伯
香
菩
薩

西
国
三
十
三
所

秩
父
三

十
三
所

板
東
三
十
四
番

四
国
八
十
八
番

富
士
浅
間
大
菩
薩

役
行
者
神
変
大
菩
薩

日
本
大
小
ノ
神
祇

日
本
大
小
ノ
神
祇

ノ
ウ
マ
ク

サ
ン

マ

ン
ダ

バ
サ

ラ
ン
ダ

セ

ン

ダ

マ

カ
ロ
シ
ー
ヤ
ダ

ソ
ワ
タ
ヤ

ウ
ン
タ
ラ
タ

カ
ン
マ
ン

（七
回
繰
返
）

　
（
『
福
田
町
史
』
資
料
編
　
民
俗
）

6
　
富
士
山
御
勤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
年
未
詳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
目
）

南
無
日
月
御
燈
明
　
南
無
見
ル
女
大
菩
薩
　
南
無
天
照
皇
大
神
宮
　
南
無
当
所

　
　
　
　
　
　
　
（
荒
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
道
陸
神
）

氏
神
　
南
無
三
宝
大
皇
神
　
南
無
当
国
当
所
鎮
守
　
南
無
道
端
之
堂
六
神

南
無
水
天
明
王
　
南
無
稲
荷
大
明
神
　
南
無
正
一
位
秋
葉
三
尺
坊
大
権
現
　
南
無

（
虚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
国
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
無
一
ノ
宮
御
国
大
明
神

光
空
蔵
大
菩
薩
　
南
無
智
恵
万
光
空
蔵
大
菩
薩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
半
）

南
無
八
方
不
動
明
王
　
南
無
志
は
ん
坊
大
権
現
　
南
無
小
笠
山
三
便
大
権
現

南
無
阿
多
古
山
大
菩
薩
　
南
無
国
分
寺
薬
師
如
来
　
南
無
北
野
天
満
大
自
在
天
神

南
無
七

ッ
森
稲
荷
大
明
神
　
南
無
木
原
之
大
権
現
　
南
無
原
川
浅
間
大
菩
薩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
坂
）

南
無
西
方
福
天
大
権
現
　
南
無
正
一
位
大
龍
頭
大
権
現
　
南
無
日
阪
塩
屋
の
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蒲
原
）

権
現

　
南
無
八
幡
大
菩
薩
　
南
無
駿
河
の
浅
間
大
菩
薩
　
南
無
神
原
浅
間
大
菩
薩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
棟
梁
）

南
無
大
宮
浅
間
大
菩
薩
　
南
無
村
山
七
所
大
通
龍
大
権
現
　
南
無
中
宮
八
幡
大
菩

薩
　
南
無
牛
の
王
子
浅
間
大
菩
薩
　
南
無
龍
ガ
馬
場
之
浅
間
大
菩
薩
　
南
無
笹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
欠
損
）
　
　
　
　
（
腹
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
組
）

（垢
離
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
室
）

子

利
浅
間
大
菩
薩
　
南
無
御
無
路
八
大
〔
　
　
　
〕
　
南
無
原
〔
　
〕
南
無

　
（
嶽
）
　
　
　
　
　
　
（
砂
）

不
浄
瀧
の

〔　

〕
南
無
身
振
浅
間
大
菩
薩
　
南
無
板
取
山
浅
間
大
菩
薩
　
南
無

黒
岩
浅
間
大
菩
薩
　
南
無
下
之
横
渡
之
浅
間
大
菩
薩
　
南
無
上
之
横
渡
之
浅
間
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
御
子
）

菩
薩
　
南
無
笠
不
二
浅
間
大
菩
薩
　
南
無
鳩
峯
浅
間
大
菩
薩
　
南
無
彦
見
古
浅
間

　
　
　
　
　
（
御
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
綱
）

大
菩
薩
　
南
無
三
橋
浅
間
大
菩
薩
　
南
無
毛
砂
掛
大
日
如
来
　
南
無
両
部
大
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
殊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
釈
迦
牟
尼
）

如
来
　
南
無
不
動
明
王
　
無
遷
釈
迦
無
爾
如
来
　
南
無
門
壽
大
菩
薩
　
南
無

（賢
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弥
勒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
無
身
禄
大
菩
薩
　
南
無
薬
師
如
来

普
現
大
菩
薩
　
南
無
地
蔵
大
菩
薩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
勢
至
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
阿
閤
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
無
足
久
如

南
無
観
世
音
菩
薩
　
南
無
せ
い
し
大
菩
薩
　
南
無
阿
弥
陀
如
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
虚
）

来
　
南
無
大
日
如
来
　
南
無
光
空
蔵
大
菩
薩
　
南
無
駒
ヶ
瀧
ノ
浅
間
大
菩
薩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
間
）

　
（
内
院
か
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
王
）

南
無
内
利
の
浅
間
大
菩
薩
　
南
無
八
よ
子
浅
関
大
菩
薩
　
南
無
吉
田
浅
間
大

菩
薩
　
南
無
須
走
浅
間
大
菩
薩
　
南
無
三
島
ノ
大
明
神
　
南
無
箱
根
ノ
大
権
現

　
　
　
　
　
（
才
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
無
関
尊
大
権
現
　
南
無

南
無
江
ノ
島
弁
在
天
　
南
無
大
山
不
動
明
王
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（
殿
）

湯
ど
の
山
大
菩
薩

善
光
寺
如
来

善
光
寺
如
来

　
（
智
）

ノ
五
知
如
来

南
無
出
雲
ノ
大
社

菩
薩
　
南
無
京
二
阿
多
古
山
大
権
現

行
者
大
菩
薩

南
無
津
島
牛
頭
天
王

来
寺
峯
薬
師
如
来

南
無
日
本
国
中
大
小
ノ
神
祇

7

　
　
南
無
羽
黒
山
大
菩
薩
　
南
無
月
山
大
菩
薩
　
南
無
甲
斐
の

南
無
上
ノ
諏
訪
大
明
神
　
南
無
下
ノ
諏
訪
大
明
神
　
南
無
信
濃
ノ

　

　

（隠
）

南
無
戸
穏
大
明
神
　
南
無
九
頭
龍
三
社
の
大
権
現
　
南
無
越
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
理
）

南
無
越
中
立
山
和
合
大
権
現
　
南
無
加
賀
ノ
白
山
妙
利
大
権
現

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（河
内
）
　
　
　
　
（
行
基
）

　
　
南
無
西
国
金
毘
羅
山
大
権
現
　
南
無
阿
内
二
金
剛
山
方
き
大

　
（
愛
宕
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
無
近
江
御
多
賀
大
明
神
　
南
無
大
峯

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（洞
）

南
無
山
上
大
権
現
　
南
無
泥
川
八
大
龍
王
々
　
南
無
不
動
明
王

　
　
　
南
無
熱
田
ノ
大
明
神
　
南
無
豊
川
稲
荷
大
明
神
　
南
無
鳳

　

　

　

（摩
）

　
　
南
無
麻
利
支
天
大
権
現
　
南
無
西
国
三
拾
三
所
観
世
音
菩
薩

　
　
　
　
　
　
南
無
浅
間
大
菩
薩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
終
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
豊
田
町
誌
』
別
編
H
　
民
俗
文
化
史
）

富
士
山
祝
詞
乃
大
事

天

明
三
年
（
一
七
八
三
）
正
月
吉
日

編巽¶凝迄纏三揺
i；！垂議三難藷！1≧

了生獣一蹴一繰・麟）鞠
　　　　わ観は　い胎　　か隠に如　　　　　　　　　　　　　　　奉け無乃

竃；欝壁竃二欝二㌶支窪

の　如　四　い笠う葉す往まわり　ひ一げ間

合薩来鶉ξ荏織）鑑鋸
　　　　　　だ芭み）　来の御り輪に
　　　　　　　　　　　　　み世

（
如
来
）
　
　
　
　
（
四
方
）
　
（
四
大
明
王
）
　
　
　
（
倶
利
加
羅
不
動
）

に
ょ
ら
い
　
や
ま
の
四
ほ
う
は
し
だ
い
み
や
う
王
　
道
は
く
り
か
ら
ふ
ど
う
明
王

（御
注
連

は
八
大
）
　
　
（
童
子
）
　
　
　
　
　
　
（
普
賢
菩
薩
）
　
（
鳩
胸
）
　
（
愛
染

を
し
め
は
八
代
金
剛
ど
う
じ
　
み
あ
し
は
ふ
け
ん
ぼ
さ
つ
　
は
と
み
ね
は
あ
い
ぜ

明
王
）
　
　
　
　
　
　
（
日
御
子
）
　
（
金
剛
士
菩
薩
）
　
（
屏
風
岩
）

ん
め

う
王
　
物
見
か
た
け
に
は
ひ
ろ
み
こ
八
金
剛
し
ぼ
さ
つ
　
び
よ
う
ぶ
い
わ
に

　

　

　

　
　
（
宇
賀
神
）
　
　
（
岩
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
毘
沙
門
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
砂

は
見
る
め
の
う
が
じ
ん
　
黒
ゆ
わ
に
は
び
し
や
も
ん
天
王
　
三
宝
荒
神
　
す
の
う

振
）
　
（
烏
枢
沙
摩
）
　
　
（
不
浄
ヶ
岳
）
　
　
　
　
　
　
（
室
）

る
い
に
は
う
す
さ
ま
明
王
　
ふ
じ
や
う
が
竹
に
は
拾
六
善
神
　
む
ろ
は
五
し
ゆ
が

　

　

　

　

　

　

　

　
（
龍
ヶ
馬
場
）
　
　
　
（
財
）
　
　
　
（
龍
）
　
　
（
中

う
大
り
き
ぼ
さ
つ
　
り
や
う
か
ば
し
に
は
大
弁
ざ
い
天
　
八
代
り
ゆ
う
王
　
ち
ゆ

宮
）
（
阿
弥
陀
）
　

（
発

心

門
）
　
（
龍
樹
菩
薩
）
　
（
妙
覚

う
ぐ
う
は
あ
み
だ
如
来
　
ほ
つ
し
ん
も
ん
に
は
り
ゆ
う
し
ぼ
さ
つ
　
め
や
う
か
く

門
）
　
　
（
虚
空
蔵
菩
薩
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
胎
）

も
ん
に
は
こ
く
ぞ
う
ぼ
さ
つ
　
鳥
居
は
日
光
月
光
　
奥
の
院
に
は
ほ
ん
た
い
村
山

（富

士
）
　
（
垂
迩
）
　
（
社
）
　
　
（
御
手
洗
）
　
　
（
面
）

ふ

じ
権
現
す
い
じ
や
く
　
六
し
や
の
明
神
　
み
た
ら
し
に
は
十
一
め
ん
　
た
だ
い

　
（
沙
門
）
　
（
某
）
　
　
　
　
（
御
幣
の
先
）

ま
し
や
も
ん
に
そ
れ
が
し
が
手
に
と
る
五
へ
い
の
さ
き
に
　
を
の
を
の
の
こ
ら
ず

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
浅
玉
）
　
　
（
山
里
）
　
（
葉
）
　
　
　
（
垂
）

さ
つ
さ
と
の
り
う
つ
り
た
ま
ふ
　
あ
さ
た
ま
や
御
山
ざ
と
の
榊
ば
に
　
心
に
し
で

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
（
旦
那
）
（
或
は
）

を
か
け
る
ま
も
な
し
　
大
だ
ん
な
あ
る
は
百
日
　
あ
る
は
七
拾
五
日
　
あ
る
わ
五

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
清
浄
水
）
　
（
頭
）

十

日
　
あ
る
わ
三
七
日
な
り
　
七
日
を
以
つ
て
、

　

　

　

　

　

　

　
（
無
垢
心
）
　
（
精
進
潔
斎
）

を
さ
ら
し
　
善
悪
む
く
し
ん
の
し
や
う
じ
ん
け
つ
さ
い
し
て

　
　
（
別
火
）
　
　
　
（
清
浄
精
進
）
　
（
禁
則
）

こ
の
べ
つ
火
に
い
り
　
せ
い
じ
や
う
し
や
う
じ
ん
の
き
ん
そ
く
を

　
（
参
詣
）
　
　
　
　
（
旦
那
）
　
　
（
丹
精
の
志
）

の

さ
ん
け
い
し
た
ま
う
だ
ん
な
の
み
に
た
ん
せ
い
の
心
ざ
し

間
大
菩
薩
）
　
（
大
慈
悲
春
属
）
　
（
末
社
迄
）

見
大
ぼ

さ
つ
　
だ
い
じ
い
け
ん
ぞ
く
　
ま
つ
し
や
ま
で
も

開
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
納
受
）

ひ

ら
き
　
さ
を
鹿
の
八
つ
の
御
み
こ
ふ
り
た
つ
て

　

　

　

　

　

　
（
苞
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
無
本
願
発
心
）

一
座
の

た
め
の
つ
と
う
さ
さ
げ
た
て
ま
つ
る

　

　

　
（
富
士
浅
間
大
菩
薩
）

ぢ
げ
ん
ふ
じ
せ
ん
け
ん
大
ぼ
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
頭
）

ば

い

そ
う
い
ぞ
う
し
惣
ら
く
ぢ
ざ
い
五
へ
い
に

㌶一

国ん謹
富　　じ篭
士　や日月

山　う一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い

し
や
う
す
い
に
て
か
う
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
し
ゆ
ほ
ん
せ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
た
く
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
浅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
無
富
士
せ
ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
（
眼
）
　
（
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
金
の

ま
な
ご
を
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
う
じ
ゆ
を
た
れ
た
ま
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
む
ほ
ん
が
ほ
ん
し
ん
大
日
如
来

　
　
　
　
　
　
あ
い
み
ん
の
う
じ
ゆ
あ
い
み
ん
旦
那

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ら
さ
ら
か
う
べ
に
よ
り

（

再
‡
再
拝
）
　
　
（
敬
っ
て
）

さ
い
は
い
さ
い
は
い
と
　
う
や
ま
つ
て
申
奉
る
　
臆
急
如
律
令

池
谷
佐
源
太
ヨ
リ
三
州
設
楽
郡
山
内
村
門
原
え
伝
ル

天
明
三
癸
卯
正
月
吉
日

榊
原

若
太
夫
書
之

（岩
科
小
一
郎
『
富
士
講
の
歴
史
』
）
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8
　
富
士
山
祝
詞

9
　
冨
士
蓬
莱
山
由
来

平
成
四

年
（
一
九
九
二
）
七
月

　
　
　
謹
請
再
拝
々
々
諸
ノ
不
浄
祓
給
清
給

　
　
　
　
浅
玉
ヤ
奥
山
里
ノ
榊
葉
ハ
心
ニ
シ
テ
フ
懸
ス
間
モ
ナ
シ

日
ノ
本
伊
勢
ノ
国
伊
勢
市
高
羽
江
郷
土
路
冨
士
講
信
徒
五
拾
有
飴
名
某
等

掛
麻
久
母
畏
キ
冨
士
浅
間
大
菩
薩
ノ
大
前
二
慎
ミ
敬
イ
恐
ミ
恐
ミ
モ
白
サ
ク
、

抑
此
御
山
ハ
萬
国
無
比
ノ
霊
山
ニ
シ
テ
一
二
冨
貴
延
命
ノ
蓬
莱
山
ト
称
シ
奉
ル
、

上
古
ハ
深
ク
霧
雲
二
蔵
シ
テ
見
サ
セ
給
ハ
ス
、
伏
而
惟
レ
バ
如
来
金
剛
界
大
日
壱
伯

八
拾
尊
鎮
座
在
御
山
也
、
頂
上
ハ
胎
蔵
界
入
葉
ノ
曼
陀
羅
ニ
シ
テ
嶽
コ
ト
ニ
諸
神

諸
仏
鎮
座
在
、
第
一
ノ
嶽
ハ
延
命
地
蔵
願
王
大
菩
薩
、
第
ニ
ノ
岳
ハ
阿
弥
陀
如
来
、

第
三
ノ
嶽
ハ
観
世
音
菩
薩
、
第
四
ノ
岳
ハ
釈
迦
牟
尼
如
来
、
第
五
ノ
岳
ハ
弥
勒
菩
薩
、

第
六
ノ
岳
ハ
東
方
薬
師
如
来
、
第
七
ノ
岳
ハ
文
殊
菩
薩
、
第
八
ノ
岳
ハ
宝
勝
如
来
、

中
央
胎
蔵
界
大
日
如
来
、
御
山
四
方
ニ
ハ
四
大
天
王
、
右
座
ハ
不
動
明
王
、
左
座
ハ

八
大
金
剛
童
子
、
普
賢
・
勢
至
二
菩
薩
、
愛
染
明
王
、
物
見
ノ
岳
ハ
宇
賀
神
王
、

黒
岩
毘
沙
門
天
王
・
三
宝
大
荒
神
、
不
浄
ガ
岳
ハ
拾
六
善
神
、
室
ガ
岳
五
大
力
菩
薩
、

龍
ガ

馬
場
ハ
大
耕
財
尊
天
、
八
大
龍
王
、
中
宮
ハ
八
幡
ノ
神
社
、
発
心
門
ハ

龍
樹
菩
薩
、
等
覚
門
ハ
阿
閑
如
来
、
妙
覚
門
ハ
虚
空
蔵
菩
薩
、
浬
磐
門
ハ

日
光
・
月
光
両
菩
薩
、
奥
ノ
院
ハ
本
地
浅
間
大
菩
薩
、
六
箇
所
跡
ヲ
垂
レ
給
、

南
無
浅
間
大
菩
薩
、
仰
翼
行
者
捧
奉
ル
御
幣
ニ
キ
リ
ク
サ
・
グ
ト
乗
移
リ
給
ヒ
、

伏
願
国
家
安
寧
・
五
穀
豊
登
・
萬
民
和
楽
・
災
難
消
除
、
専
祈
奉
ル
、

行
者
五
拾
有
余
名
ノ
者
、
福
寿
延
長
・
登
山
安
全
・
諸
願
圓
満
成
サ
シ
メ
給
エ
ト
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヒ
）

　
　
　
　
　
再
拝
々
々
敬
ミ
恐
ミ
恐
ミ
慎
テ
白
ス
、

　
　
　
平
成
四
年
七
月

（土
路
富
士
講
文
書
）

平
成

四
年
（
一
九
九
二
）
七
月

　
　
　

冨
士
蓬
莱
山
由
来

抑
恋

ノ
山
目
出
度
参
詣
、
駿
河
ナ
ル
富
士
蓬
莱
山
ノ
由
来
ヲ
謹
デ
委
ク
尋
ネ
奉
ル
ニ
、

人
皇
六
代
孝
安
天
皇
ノ
御
宇
、
近
江
国
一
夜
ノ
内
二
水
湛
工
、
其
土
駿
河
ト
甲
斐
堺

二

湧
出
テ
、
同
七
代
孝
霊
天
皇
御
宇
、
天
ヨ
リ
盤
石
降
リ
下
リ
、
空
中
ヨ
リ
峰
ト
ナ

リ
、
新
二
此
ノ
御
山
ト
成
リ
給
フ
、
借
唐
土
秦
ノ
徐
福
ト
謂
ル
人
数
多
ノ
男
女
ヲ
召

シ
連
レ
、
不
老
不
死
ノ
薬
ヲ
尋
ネ
来
テ
此
御
山
二
入
ル
ト
言
リ
、
夫
ヨ
リ
冨
貴
延
命

ノ
蓬
莱
山
ト
申
テ
参
国
一
ノ
名
山
ナ
リ
、
是
レ
則
冨
士
浅
間
本
地
新
二
鎮
座
在
シ
テ

末
世
ノ
衆
生
ヲ
救
ヒ
給
ゾ
有
難
シ
、
借
テ
無
間
ヶ
谷
・
剣
ヶ
峰
各
々
威
霊
二
在
セ
バ

賞
罰
新
タ
ナ
ル
ト
カ
ヤ
、
薬
師
ヶ
嶽
ハ
拾
弐
願
ヲ
表
シ
テ
其
ノ
名
号
貴
キ
コ
ト
一
度

耳
二
触
レ
身
心
安
楽
シ
テ
諸
ノ
病
苦
ヲ
救
ヒ
給
フ
、
阿
弥
陀
ヶ
岳
四
拾
八
願
ヲ
表
ト

シ
、
安
養
世
界
二
導
キ
給
、
観
音
岳
ハ
生
死
長
夜
ノ
暗
ヲ
照
シ
給
フ
、
勢
至
ヶ
岳
ハ

是

レ
皆
ナ
出
世
本
懐
其
峰
ニ
ア
リ
、
大
日
不
動
ハ
一
心
二
阿
字
本
体
不
生
不
滅
ト
示

シ
、
諸
行
無
常
ノ
四
句
ノ
文
夜
叉
二
授
ケ
給
フ
、
釈
迦
ヶ
岳
四
拾
九
年
参
伯
余
会
ノ

説
法
モ
末
後
壼
字
不
説
ト
翻
転
シ
、
浅
間
大
明
神
木
花
之
佐
久
夜
比
売
本
地
大
日
如

来
コ
ソ
参
国
二
曇
リ
ナ
シ
、
昔
此
秋
津
洲
ノ
国
未
ダ
ナ
カ
リ
シ
時
、
大
海
底
二
大
日

ノ
印
文
ア
リ
、
其
滴
リ
国
ト
成
ト
カ
ヤ
、
一
度
参
詣
ノ
輩
ハ
拾
悪
五
逆
ノ
罪
ヲ
滅
シ
、

冨
貴
延
命
二
守
ラ
セ
ン
ト
ノ
御
誓
ナ
リ
、
然
ル
ニ
昔
此
ノ
御
山
二
道
ナ
ク
シ
テ
凡
人

行
レ
得
難
キ
所
、
人
皇
参
拾
七
代
斉
明
天
皇
御
宇
、
白
推
拾
壱
庚
申
六
月
七
日
役
行

者
始
テ

踏
分

ケ
伊
豆
ノ
大
島
ヨ
リ
、
夜
ハ
此
ノ
御
山
二
通
ヒ
給
フ
、
借
又
村
山
ロ
バ

南
無
宝
勝
如
来
、
軍
陀
利
夜
叉
明
王
ト
踏
分
ケ
、
須
走
ロ
バ
阿
閤
如
来
、
降
三
世
明

王

ト
踏
分
ケ
、
須
浜
ロ
バ
弥
陀
如
来
、
大
威
徳
明
王
ト
踏
分
ケ
、
甲
州
ロ
バ
微
妙
生

如
来
、
金
剛
夜
叉
明
王
ト
明
ケ
サ
セ
給
フ
、
是
則
行
者
越
ト
ハ
申
ナ
リ
、
弥
々
信
心

ノ
輩
ハ
中
ニ
モ
八
葉
ノ
剣
ヶ
峰
ニ
テ
新
二
参
尊
ノ
御
来
光
ヲ
拝
シ
サ
セ
給
フ
、
有
難
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キ
有
難
シ
、
現
世
ニ
テ
ハ
富
貴
延
命
諸
ノ
災
難
ヲ
遁
レ
、
一
切
願
望
悉
皆
成
就
シ
、

当
来
シ
テ
ハ
八
葉
蓮
台
二
座
シ
、
無
為
ノ
快
楽
ヲ
得
シ
事
疑
ヒ
ナ
シ
、
神
ト
ナ
リ
仏

ト
ナ
リ
、
本
略
不
二
誠
二
天
地
和
合
金
胎
両
部
ノ
御
霊
山
新
二
御
利
生
給
ワ
リ
テ
引

上
ケ
給
工
、

南
無
冨
士
浅
間
大
菩
薩
　
　
　
　
敬
白

　
　
　
平
成
四
年
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
路
富
士
講
文
書
）

10

　
富
士
講
道
行
唄

（表
紙
）

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
六
月
吉
日

富
士
講
道
行
唄

平
成
十
六
年
六
月
吉
日

五
月
二
十
一

五
月
三
十

　

富
士
講
道
行
唄

二
日
　

土
路
浅
間
さ
ん
に
於
い
て

一
日

富
　
士
　
浅
　
間

　
（
真
言
）

　
真
号
「
お
ん
ま
か
、
き
ゃ
う
に
き
ゃ
、
そ
わ
か
」

　
一
、
あ
り
が
た
や
ー
　
あ
り
が
た
や
な
ー
　
ハ
イ
ヤ
ー

め

で

と
　
げ
こ
し
て

ま
た
ま
い
ろ

ま
た
ま
い
ろ
ー
　
ハ
イ
ヤ
ー

踊
り
方

　
三
歩
進
ん
で
、
二
歩
下
が
り
、
輪
の
中
心
に
向
き
を
変
え
、

　
右
足
二
回
上
げ
、
そ
の
つ
ど
　
拍
手
二
回
、

　
進
行
方
向
に
む
か
っ
て
、
手
が
お
山
の
形
を
一
回
、

　
（
手
は
上
か
ら
下
へ
か
ぶ
せ
る
）

　
拍
手
一
回
、

富
士
講
道
行
唄

　
ハ
ー
エ
ー
イ
　
エ
ー
イ
イ
　
エ
ー
イ
イ
　
エ
ー
イ
ー
イ

一

、
や
が
て
　
お
ふ
じ
に
　
ノ
オ
　
た
つ
ほ
ど
に
な

　
　
　
ア
ソ
ラ
セ
ソ
ラ
セ

　
　
い

ざ
や
　
ひ
と
び
と
こ
ー
り
を
か
け

　
　
　
シ
ョ
ー
ガ
イ
ー
ノ

　
　
　

ヤ
レ
ノ
ー
オ
　
こ
り
を
か
け

　
　
い

ざ
や
　
ひ
と
び
と
こ
ー
り
を
か
け

　
　
　
シ
ョ
ー
ガ
イ
ー
ノ

　
ハ
ー
エ
ー
イ
　
エ
ー
イ
イ
　
エ
ー
イ
イ
　
エ
ー
イ
ー
イ

ニ
、
両
宮
　
さ
ん
け
い
　
ノ
オ
　
う
ち
す
ぎ
て
な

　
　
　
ア
ソ
ラ
セ
ソ
ラ
セ

　
　
た
け
へ
　
ま
い
る
は
あ
ー
り
が
た
や

　
　
　
シ
ョ
ー
ガ
イ
ー
ノ

　
　
　
ヤ

レ
ノ
ー
オ
　
あ
り
が
た
や

　
　
た
け
へ
　
ま
い
る
は
あ
ー
り
が
た
や

492



［村山口を中心とする富士信仰関係資料］…　堀内眞

　
　
　

シ
ョ
ー
ガ
イ
ー
ノ

　

ハ

ー
エ
ー
イ
　
エ
ー
イ
イ
　
エ
ー
イ
イ
　
エ
ー
イ
ー
イ

三
、
あ
さ
ま
　
や
ま
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れ
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ラ
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エ
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の
か
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ソ
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セ
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ラ
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し
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よ
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ノ
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岩
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ノ
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エ
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エ
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エ
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に
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ソ
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も
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ノ
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お
が
み
　
も
う
そ
や
ご
ー
ら
い
こ
う

　

　

　

　

シ
ョ
ー
ガ
イ
ー
ノ

　
ハ

ー
エ
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エ
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エ
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ラ
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ノ
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エ
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お
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ノ
ー
オ
　
あ
り
が
た
や

　
　
　

お
り
た
　
こ
こ
ろ
は
あ
ー
り
が
た
や

　

　

　

　

シ
ョ
ー
ガ
イ
ー
ノ

　
ハ

ー
エ
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エ
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ソ
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ラ
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富
士
垢
離
祭
り
方
次
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
七
月
二
十
四
日

大
正
十
三
甲
子
年
七
月
廿
四
日
記
す

富
士
垢
離
祭
り
方
次
第

　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∨

　　　　　　　　　．
蓼
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㌦
も
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唱
へ
方

般
若
心
経

帰
命
頂
礼
熾
悔
く
六
根
清
浄

大
四

明
仁
八
大
金
剛
童
子

富
士
波
浅
間
権
現
大
日
如
来
、

南
無
浅
間
権
現
大
菩
薩

帰
命
頂
礼
慨
悔
く
六
根
清
浄

大
峯
入
大
金
剛
童
子
、

「南
無
行
者
大
菩
薩
」

南
無
薬
師
瑠
璃
光
如
来

南
無
地
蔵
大
菩
薩

南
無
観
世
音
菩
薩

南
無
元
山
慈
恵
大
師

二
礼
拝

三
回

八
回

「
八
回
」

八
回

八
回

八
回

八
回

不
二
の
お
山
へ
登
れ
る
人
は
、
足
も
軽
か
ろ
お
山
も
よ
か
ろ
う
、

天
上

八
丁く
ト
お
幣
納
の
と
き
及
帰
り
に
い
な
ば
の
坂
の
上
に
て
口
唱
し
た
り

此
時
氏
神
日
枝
稲
荷
両
社
及
小
宮
五
社
並
二
薬
師
瑠
璃
光
如
来
へ

御
供
物
を
為
す
こ
と
の
協
議
あ
り
た
り

大
正
十
三
年
七
月
廿
三
日
午
後
二
時
頃
よ
り
雷
鳴
を
催
し
駿
雨
あ
り
、

雨
量
一
寸
五
分
、

六

月
十
二
日
以
来
降
雨
な
き
為
め
雨
乞
に
雨
乞
を
重
ね
て
困
難
の
折
柄
、

村
民
の
喜
悦
一
方
な
ら
さ
る
状
況
に
し
て
、
廿
五
日
雨
喜
ひ
の
籠
を
為
す
と

　
　

昭
和
拾
五
年
富
士
口
改
正

一
従
来
ハ
信
徒
ヲ
以
テ
土
用
入
ノ
日
ヨ
リ
五
日
間
執
行
セ
シ
モ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
変
更
）

日
支
事
変
二
付
村
中
協
議
ノ
上
、
左
ノ
通
リ
変
行
ス

一
神
棚
之
祭
リ
方
ハ
従
前
之
通
リ

一
村
中
土
用
三
朗
ノ
日
弁
当
持
チ
ニ
テ
正
午
ヨ
リ
安
楽
寺
ニ
テ
執
行
ス

一
神
主
ハ
前
日
二
買
物
及
ビ
イ
デ
立
テ
竹
切
リ
ヲ
ナ
ス
コ
ト

一
神
主
当
日
ハ
早
朝
ヨ
リ
祭
リ
方
終
リ
行
水
一
廻
勤
メ
、

昼
上
下

附
キ
ニ
テ
村
中
供
二
弁
当
ヲ
食
シ
、
四
時
頃
行
水
ヲ
勤
メ
、

帰
リ
ニ
御
供
水
ヲ
持
チ
帰
リ
、
一
般
二
戴
ク
コ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
解
散
）

六

時
頃
村
中
共
二
夕
勤
メ
ヲ
唱
ヘ
テ
一
般
開
参
シ
、

神
主
ハ
神
棚
ヲ
下
シ
、
祭
リ
道
具
ヲ
修
メ
ル
コ
ト

昭
和
拾
五
年
七
月
二
十
二
日
夜
記
ス

　
　

冨
士
垢
離
什
物
控

＝
邑
士
山
掛
図

一
行
者
掛
図

一
神
酒
徳
利

壱
幅

壱
幅

壱
対
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一
冨
士
山
茶
碗

一
大
峯
山
茶
碗

一
花
瓶

一
神
燈

一
仙
香
立

一
蝋
燭
立

一
丸
膳

一
講
箱

一
右
始
末
箱

　
昭
和
八
年
七
月
廿
四
日

南
無
浅
間
権
現
大
菩
薩

南
無
行
者
大
菩
薩

弐
個
弐
個
弐
個
壱
個
壱
個

壱
個
弐
拾
膳

壱
個

弐
個

南
無
地
蔵
大
菩
薩

南
無
観
世
音
菩
薩

南
無
元
三
慈
恵
大
師

次
法
華
成
仏
偏

願
以
此
功
徳
　
普
及
於
一
切

我
等
与
衆
生
　
皆
共
成
仏
道

八　八　八
回　回　回

（稗
谷
区
有
文
書
）

（富
士
吉
田
歴
史
民
俗
資
料
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（二
〇
〇

七
年
九
月
十
四
日
受
理
、
二
〇
〇
八
年
二
月
二
十
八
日
審
査
終
了
）

　
　
　
唱
へ
方

先
開
経
偏

　
無
上
甚
深
微
妙
法
　
百
千
万
却
難
遭
遇

　
我
今
見
聞
得
受
持
　
願
解
如
来
真
実
義

以
般
若
心
経
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
回

以
啓
白

帰
命
頂
礼
繊
悔
く
六
根
清
浄

大

四
明
仁
八
大
金
剛
童
子

富
士
ハ
浅
間
権
現
大
日
如
来

南
無
浅
間
権
現
大
菩
薩
　
　
　
　
　
八
回

帰
命
頂
礼
繊
悔
く
六
根
清
浄

大
峯
八
大
金
剛
童
子

一
二
礼
拝
南
無
行
者
大
菩
薩
　
　
　
八
回

南
無
薬
師
瑠
璃
光
如
来
　
　
　
　
　
八
回

499


